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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成27年4月9日(2015.4.9)

【公開番号】特開2013-173633(P2013-173633A)
【公開日】平成25年9月5日(2013.9.5)
【年通号数】公開・登録公報2013-048
【出願番号】特願2012-38056(P2012-38056)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  31/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/20     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/30     (2006.01)
   Ｈ０１Ｇ  11/22     (2013.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ   31/10     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   20/20     　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ   20/30     　　　　
   Ｈ０１Ｇ    9/00     ３０１Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月18日(2015.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
リンゴ剪定枝を原料とする、メソ孔（直径２～５０ｎｍの孔。以下同じ。）容積０．１ｃ
ｍ３／ｇ以上の活性炭。
【請求項２】
リンゴ剪定枝を原料とする、メソ孔容積０．３９ｃｍ３／ｇ以上の活性炭。
【請求項３】
リンゴ剪定枝を原料とする、比表面積８００ｍ２／ｇ以上、およびメソ孔容積０．１ｃｍ
３／ｇ以上の活性炭。
【請求項４】
リンゴ剪定枝を原料とする、比表面積１５００ｍ２／ｇ以上、細孔容積０．８９ｍ３／ｇ
以上、およびメソ孔容積０．３９ｃｍ３／ｇ以上の活性炭。
【請求項５】
吸着材、吸着剤、吸湿材、吸湿剤、調湿材、調湿剤またはキャパシタ用として用いるため
の、請求項１ないし４のいずれかに記載の活性炭。
【請求項６】
薬品添加することなく、リンゴ剪定枝を炭素化およびガス賦活することにより得られるこ
とを特徴とする、請求項１ないし５のいずれかに記載の活性炭。
【請求項７】
リンゴ剪定枝を炭素化およびガス賦活することにより、薬品添加することなくメソ孔容積
０．１ｃｍ３／ｇ以上の活性炭を得る、活性炭製造方法。
【請求項８】
前記炭素化およびガス賦活が単一の処理によりなされることを特徴とする、請求項７に記
載の活性炭製造方法。
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【請求項９】
前記処理は、炭化賦活炉を用いてリンゴ剪定枝の乾燥チップを窒素ガスおよび空気を流通
させつつ最高到達温度９００℃以上、保持時間１時間以上の条件で加熱する処理であるこ
とを特徴とする、請求項８に記載の活性炭製造方法。
【請求項１０】
比表面積８００ｍ２／ｇ以上、およびメソ孔容積０．１ｃｍ３／ｇ以上の活性炭を得られ
ることを特徴とする、請求項７ないし９のいずれかに記載の活性炭製造方法。
【請求項１１】
比表面積１５００ｍ２／ｇ以上、細孔容積０．８９ｍ３／ｇ以上、およびメソ孔容積０．
３９ｃｍ３／ｇ以上の活性炭を得られることを特徴とする、請求項７ないし９のいずれか
に記載の活性炭製造方法。
【請求項１２】
請求項１ないし６のいずれかに記載の活性炭用いた、または請求項７ないし１１のいずれ
かに記載の活性炭製造方法で得られた活性炭を用いた、吸湿材。
【請求項１３】
請求項１ないし６のいずれかに記載の活性炭用いた、または請求項７ないし１１のいずれ
かに記載の活性炭製造方法で得られた活性炭を用いた、キャパシタ。
　
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
［７］ リンゴ剪定枝を炭素化およびガス賦活することにより、薬品添加することなくメ
ソ孔容積０．１ｃｍ３／ｇ以上の活性炭を得る、活性炭製造方法。
［８］ 前記炭素化およびガス賦活が単一の処理によりなされることを特徴とする、［７
］に記載の活性炭製造方法。
［９］ 前記処理は、炭化賦活炉を用いてリンゴ剪定枝の乾燥チップを窒素ガスおよび空
気を流通させつつ最高到達温度９００℃以上、保持時間１時間以上の条件で加熱する処理
であることを特徴とする、［８］に記載の活性炭製造方法。
［１０］ 比表面積８００ｍ２／ｇ以上、およびメソ孔容積０．１ｃｍ３／ｇ以上の活性
炭を得られることを特徴とする、［７］ないし［９］のいずれかに記載の活性炭製造方法
。
［１１］ 比表面積１５００ｍ２／ｇ以上、細孔容積０．８９ｍ３／ｇ以上、およびメソ
孔容積０．３９ｃｍ３／ｇ以上の活性炭を得られることを特徴とする、［７］ないし［９
］のいずれかに記載の活性炭製造方法。
［１２］ ［１］ないし［６］のいずれかに記載の活性炭用いた、または［７］ないし［
１１］のいずれかに記載の活性炭製造方法で得られた活性炭を用いた、吸湿材。
［１３］ ［１］ないし［６］のいずれかに記載の活性炭用いた、または［７］ないし［
１１］のいずれかに記載の活性炭製造方法で得られた活性炭を用いた、キャパシタ。
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